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教養をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょ う。(町民憲章より )

実地に正しい横断など勉強
交通事散から子どもたちを守ろ

うと 、今金幼稚園こ〈・まクラブ町

交通安全世f空教室が9月28日聞か

れ‘ 130人円剛児たちはお母さん

とー諸に今宜野察官揖出所内お巡

りさんから現場町交差点 で、信号

の見方や正 Lい横断歩道内渡り方

を教わり (写真)世道のない道路

同事き方を熱心に英習しま Lた.

幼児の交通事故円約 8制までが

「とびだ し」によるものです。 み

なさんも 道路を横断するときは道

路の端で必ずー且立ち止ま る安全

な行動を 習慣づけま Lょう 。
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砂特集‘道路交通法一部改正の要点

道路交通法
が蛮ります

n
A明

yrtEaU事い窓
一お
川
説
明
鵠
号
制緩

苦
訴
訟

J
F
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p
u
z
-
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2
2
1
5
3
u
ヘ呈ろ昔、

2
2
:
ー

の
追
い
越
し
、
追
い
抜
き
は
祭
止
と
な

り
ま
す
。
違
反
占

2
占
、
反
則
金
日
大

型
8
・
普
通
6
・
二
輪
5
・
原
付
4
千
円
。

i
11
1
1
1
1
1」

交
通
の
は
げ

交
差
点
へ
の

一
し
い
交
差
占、な

進
入
が
一
部

一
ど
で
は
、
自
転

一
禁
止
さ
れ
る

一
車
で
横
断
す
る

一

一
の
は
と
て
も
危

険
で
す
。
と
く
に
、
大
型
ト
ラ
y
ク
な

ど
に
晶
室
、
込
ま
れ
る
事
故
が
‘
年
々
ふ

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
、
交
通
監
が
多
J
¥
自
転
車

町
横
断
が
危
険
な
交
差
点
に
は
、
新
た

に
「
自
転
車
進
入
禁
止
」
の
道
路
標
示

が
つ
け
ら
れ
ま
す
。
「
自
転
車
進
入
禁

止
」
の
標
示
の
あ
る
交
五
占
で
は
、
自

転
車
を
い
っ
た
ん
歩
道
向
上
に
あ
げ
、

自
転
車
横
断
桔
を
利
用
し
て
交
差
点
を

波
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

E樫費四!I冨吉宮理理

自
転
車
で
横

断
中
町
交
通
事

故
を
減
ら
す
た

め
、
新
し
く
自

転
車
専
用
的
検
断
帯
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

同
一

五

メ
ー
ト
ル
の
横
断
怖
に
は

自
転
車
の
図
柄
入
り
の
燃
識
や
標
示
が

つ
き
ま
す
が
、
横
断
歩
道
に
併
設
さ
れ

る
場
所
で
は
、
歩
行
者
の
信
号
と
共
通

に
な
り
ま
す
。

部
は
横
断
慌
の
手
前
で
は
ス
ピ
ー
ド

を
洛
と
し
、
自
転
車
検
断
中
は
必
ず
一

時
停
止
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

梢
断
帯
的
手
前
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
で

横
断
帯
が
新

設
さ
れ
ま
す

自
転
車
町
安

企
塞
準
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
自

転
車
に
は
、
車

内
車
検
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
安
全

器
単
は
野
ぱ
な
し
で
し
た
。
そ
こ
で
今

回

「
こ
れ
だ
け
は
、
安
会
運
転
に
必
手

と
い
う

H

安
全
の
た
め
の
最
低
線
御
が

し
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
ブ
レ
ー
キ
で
す
。
ブ
レ
ー
キ

が
不
良
で
思
う
よ
う
に
止
ま
れ
な
い
自

転
車
ほ
ど
、
危
険
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ブ
レ
ー
キ
の

盤
備
不
良
は

処
罰
さ
れ
る

ん
。
時
速

一
O
J
町
速
度
で
、

三
メ
ー

ト
ル
以
内
で
停
止
で
き
る
ブ
レ
ー
キ
が

基
準
と
さ
れ
‘
ブ
レ
ー
キ
不
良
の
自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
と
、

三
万
円
以
下
町

間
金
で
す
。

ま
た
、
夜
間
は
尾
泣
か
反
射
器
材
を

つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
も

百
メ
ト
ル
後
方
か
ら
確
認
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
失
格
で
す
。
色
は
赤
色
、

ま
た
は
ダ
イ
F
イ
色
で
、
後
ろ
か
ら
見

え
る
場
所
で
あ
れ
ば
、
大
き
き
ゃ
そ
れ

を
つ
け
る
所
は
、
ど
こ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

自
転
車
利
用
者
向
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

「自
転
車
横
断
結
」
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
保
郡
義
務
や

自
転
車
横
断
帯
で
の
通
行
方
法
が
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

-
自
転
車
道
の
通
行
禁
止

二
輪
又
は
三
輪
町
自
転
車
以
外
的
車

両
は
、
道
路
外
的
施
設
、
場
所
に
出
入

す
る
た
め
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除

き
、
自
転
車
道
を
通
行
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
.
違
反
点
2
K
V
1

反
則
金
H
大
型

砂特集4・道館交通法部改正の要点

l
'
!
"
・
冊
以
内

1
4
4
・・

8
千
円

・
普
通
6
・
二
輪
5
原
付
4

-
自
転
車
検
断
帯
・
付
近
で
の
追
越
し

追
抜
き
禁
止

自
転
車
横
断
帯
及
び
そ
の
手
前
向
側

端
か
ら
前
に
三
十
訂
以
内
の
部
分
で
は

軽
車
両
を
除
く
他
向
車
を
追
越
す
た
め
、

進
路
を
変
更
し
、
ま
た
前
車
内
側
方
を

通
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
前
方

を
進
行
し
て
い
る
軽
車
両
以
外
向
他
何

事
前
向
側
方
を
通
過
し
て
そ
の
前
方
に

出
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

.
自
転
車
横
断
帯
に
お
け
る
自
転
車
の

保
護
と
優
先

①
車
両
等
は
‘
自
転
車
横
断
帯
に
接
近

自
転
車
は
、

(
歩
行
者

・自

転
車
専
用
〕
と

い
う
標
示
が
あ

る
場
合
、
歩
行

者
用
信
号
の
指
示
に
従
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
信
号
機
は
、
車
と
歩

行
者
用
の
ニ
租
娠
で
、
こ
れ
ま
で
自
転

車
は
車
の
信
号
機
に
従
っ
て
き
ま
し
た
@

し
か
し
、
車
と

一
緒
に
並
ん
で
走
る

場
所
や
交
差
占
、
が
、
車
の
増
加
に
伴
な

い
危
険
な
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
‘
新
た
に
「
歩
行
者

・
自

転
車
専
用
」
の
椋
臓
が
つ
い
た
歩
行
者

用
信
号
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

歩
行
者
用
信

号
に
従
っ
て

通
行
を

す
る
場
合
、
そ
の
自
転
車
横
断
帯
内
直

前

(停
止
線
)
で
停
止
で
き
る
よ
う
な

速
度
で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
自
転
車
横
断
帯
に
よ
り
そ
の
進
路
の

前
方
を
横
断
し
、
又
は
横
断
し
よ
う
と

し
て
い
る
自
転
車
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
自
転
車
横
断
慌
の
直
前
で
一
時
停
止

し
、
そ
の
自
転
車
内
通
行
を
防
げ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
自
転
車
横
断
帯
又
は
そ
の
手
前
向
直

前
で
停
止
し
て
い
る
車
両
等
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
側
方
を
通
過
し
て
そ
の
車

両
の
前
方
に
出
る
前
に

一
時
停
止
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

-
自
転
車
横
断
帯
で
の
駐
停
車
禁
止

車
両
は
、
自
転
車
杭
断
帯
又
は
そ
の

前
後
の
側
端
か
ら
五

μ
以
内
内
部
分
で

は
、
野
察
官
同
命
令
に
よ
る
場
合
か
、

危
険
防
止
の
た
め
一
時
停
止
す
る
以
外

白
動
二
輪
車
、

原
動
機
付
き
自

転
車
の
乗
車
用

ヘ
ル
メ
y
ト
の

活
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

自
動
二
輪
車
に
乗
る
時
は
、
運
転
す

る
者
も
、
荷
台
に
同
乗
す
る
者
も
、
必

ず
ヘ
ル
メ
y
卜
を
か
よ
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
い
ま
ま
で
は
、
最
高
速
度

四
0
キ
ロ
未
満
円
道
路
な
ら
、
ヘ
ル
メ

y
ト
は
不
用
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

ヘ
ル
メ
y
ト
な
し
で
は
自
動
二
輪
車
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
錯
用
義
務

道

路

交

通

法

が

、

七

年

ぶ

り

に

大

幅

改

正

さ

れ

、

十

二

月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

今

回

の

改

正

は

ニ

・
三

人

に

一

人

が

運

転

免

許

を

持

つ

「
国
民
皆
免
許
時
代
」
を
迎

え

て

、

ク

ル

マ

社

会

の

新

し

い

秩

序

づ

く

り

を

め

ざ

す

も

の

で

す

。

お

も

な

改

正

点

を

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

し
た
。
標
識
の
文
字
は
白
地
に
背
い
色

で
舎
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
信
号
機
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
歩
行
者
と
自
転
車
は
同
じ
信
号

機
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

信
号
無
視
は
徴
役
=一
ヵ
月
以
下
、
制

金
三
万
円
以
下
で
す
。

自
転
車
の
、

歩
道
で
の
通
行

が
制
限
さ
れ
ま

す
。

こ
れ
ま
で
二
輪
の
自
転
車
だ
け
は
、

標
織
の
あ
る
歩
道
を
通
行
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
政
近
、
自
転
車
を
利
用
す

る
人
が
ふ
え
、
歩
行
者
と
の
接
触
事
故

も
増
加
す
る
一
方
で
す
。
そ
こ
で
、
歩

道
を
通
行
で
き
る
の
は
、
次
の
条
件
に

A
P
ヲ
自
転
車
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
さ
は
、
長
さ

一
-
九
メ
ー
ト
ル

以
下
、
幅
が
六
十
セ
ン
チ
以
下
。
二
人

乗

q
用
の
座
席
は

「子
供
用
」
以
外
は

歩
道
で
は
車

道
側
を
徐
行

は
、
停
車
し
た
り
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

反
則
金
H
大
型
6
普
5
・
二
輪
3
千
円

・
自
転
車
横
断
格
へ
の
進
入
禁
止

進
路
の
前
方
的
車
両
等
的
状
況
に
よ

り
、
自
転
車
横
断
帯
に
入
っ
た
場
合
、

そ
の
横
断
帯
で
停
止
す
る
こ
と
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
自
転
車
検
断

帯
に
進
入
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
違
反

占、
1
点
。
反
則
金
目
大
型
5
.
普
通
・

二
輪
4

原
付
3
千
向
。

は
乗
れ
ま
せ
ん
。
ヘ
ル
メ
y
ト
な
し
で

運
転
す
る
と
、
違
反
在
1
点
で
す
。

ま
た
、
町
述
自
動
車
国
道
や
自
動
車

専
用
道
路
で
は
、

二
人
乗
り
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
例
制
は
、
い
ず
れ
も
三
万

円
以
下
の
間
金
で
す
。

原
動
機
付
き
自
転
車
に
乗
る
と
き
も

ヘ
ル
メ
y
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
原
動
機
付
き
自
転
車
に
乗
っ

て
買
い
物
に
出
か
け
る
お
母
さ
ん
た
ち

も
、
必
ず
ヘ
ル
メ
y
ト
を
か
よ
っ
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

( 2) 

お茶の間で

舎日も話題の

受 通 安 全

シートベルトを着用しよう

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
規
格
内
で
あ

れ
ば
、
荷
台
の
つ
い
た
三
輪
自
転
車
も

通
行
で
き
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
歩
道
で
の
通
行
は

中
心
か
ら
車
道
寄
り
を
走
り
、
速
度
は

歩
行
者
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
っ
た
ら

必
ず
止
ま
れ
る
ス
ピ
ー
ド
、
つ
ま
り

。徐汗
打
u

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
歩
行
者
に
ぶ
つ
か
り
号
つ
な
と

き
は
、
必
ず

一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
的
則
は
一
万
円
以
下
町
罰

金
ま
た
は
科
料
。

、一./

暴
走
族
に
対

す
る
取
り
締
ま

り
が

一
段
と
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は

自
動
二
輪
車
が
道
路
を
横
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
て
走
っ
て
い
て
も
、
セ
ン
タ

ラ
イ
ン
を
越
え
た
場
合
は
検
挙
で
き
る

も
の
の
、
左
側
通
行
事
線
内
で
は
取
り

締
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
が
、
十
二
月

一
日
か
ら
二
台
以

上
向
自
動
二
輪
車
や
車
を
械
に
連
ね
て

運
転
し
た
り
、
道
路
い

っ
ぱ
い
に
広
が

っ
て
の
ジ
グ
ザ
グ
速
転
、
走
っ
て
い
る

車
を
包
み
込
ん
で
の
い
や
が
ら
せ
ー
な

ど
、
共
同
し
て
交
通
を
防
害
し
た
り
、

他
人
に
措
鏡
U

を
か
け
る
行
為
を
し
た
場

合
は
、
全
部
町
車
が
取
り
締
ま
り
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
罰
則
も
般
し
く
徴
役

六
ヵ
月
以
下
、
罰
金
五
万
円
以
下
、
違

反
占

9
点
で
‘
無
免
貯
運
転
よ
り
も
盆

い
行
政
処
分
を
受
け
ま
す
。

ジ
ダ
ザ
グ
運

転
・
横
列
運

転
は
厳
罰

( 3 ) 
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高
速
自
動
車
道
で
は

燃
料
切
れ
や

積
荷
の
転
落

も
処
罰

罰
的
対
象
に
な
り
ま
す
。
前
則
は
、
そ

れ
ぞ
れ
懲
役
=一
ヵ
月
以
下
、
制
金
三
万

円
以
下
。
違
反
点
は
二
占
。
反
則
金
H

大
型
8
・
普
通
6
-
二
輪
5
千
円
。

高
速
自
動
車

道
で
停
車
す
る

と
き
は
、
停
車

中
町
表
示
を
出

す
こ
と
が
義
務

故
障
し
た
ら

停
止
褒
示
器

材
を
出
す

29人が入賞

今金の児童・生徒が快挙

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

高
速
自
動
車
道
で
の
死
亡
事
故
町
二

五
%
は
、
停
車
中
向
車
へ
の
追
突
に
よ

る
も
の
で
す
。
高
速
で
運
転
し
て
い
る

た
め
、
停
車
中
内
車
内
発
見
が
巡
礼
、

事
故
に
結
び
つ
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
本
線
車
道
、
路
府
に
か
か
わ
ら

ず
、
停
車
す
る
と
き
は
、
は
っ
き
り
わ

か
り
や
す
く
「
停
車
中
し
の
表
示
器
を

出
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

表
示
器
は

一
辺
が
五
十
旬
以
上
の
三

角
形
。
後
方
二
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
視
恕

で
き
る
よ
う
に
立
て
、
夜
間
は
反
射
器

材
を
使
用
し
た

n
夜
間
用
e

を
用
意
す

る
心
が
け
が
必
要
で
す
。
例
則
は
‘

三

万
円
以
下
円
前
金
。
違
反
点
は

一点。

反
則
金
川
大
型
5

普

二

輪

4
千
円

「
|
l
i
l
i
-
-」

従
来
、
自
動

一
高
速
道
路
等

一
車
専
用
道
路
で

一
で
の
こ
人
乗

一
は
、
道
路
標
鰍

一
り
の
劃
則

一
等
に
よ
り
指
定

「
1
1
1
1
1
1
l
L
さ
れ
て
い
る
所

に
限
っ
て
二
人
乗
り
が
禁
止
さ
れ
て
い

、• 

毎
年
、
道
共
済
農
協
速
が
主
催
す
る

「
痢
盟
国
岩
沼
川
、
桐
明
出
廻
惑
詞
到
ポ

ペ
舛
川
ー
オ
外
川
川
叶
ー
の
表
彰
式
が
十

月
十
五
日
、
札
脱
共
済
ピ
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
‘
全
道
で
金
銀
銅
賞
各
九

つ
、
佳
作
二
十
七
の
う
ち
、
今
金
町
内

小
中
校
内
児
童
・
生
徒
が
金
賞
八
つ
.

う
ち
二
人
が
幸
男
知
事
件
H

に
輝
い
た

ほ
か
、
銀
五
、
銅
四
円
計
十
七
市
1

佳

作
に
も
十
二
占
が
食
い
込
む
と
い
う
大

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

と
〈
に
、
毎
年
す
ば
ら
し
い
成
績
を

あ
げ
て
い
る
中
里
小
中
校

(佐
竹
淳
一

校
長
)
で
は
、

今
回
も
全
H
H

が
一
点
ず

つ
応
寡
し
た
結
果
、
中
学
校
内
金
貨
は

一
年
同
森
春
樹
君
が
二
年
連
続
の
令
賞

金賞 8つ、

全道小中学生交通安全

ポスターコンクール

五
年
連
続
の
知
事
賞

一

や
金
賞
の
受
賞
に
わ
く

中
里
校
の
子
ど
も
た
ち

ま
し
た
が
、
今
度
は
高
速
自
動
車
国
道

お
よ
び

(全
て
の
)
自
動
車
専
用
道
路

で
、
自
動
二
輪
車
内
二
人
乗
り
が
禁
止

さ
れ
、
罰
則
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
町
制

則
は
三
万
円
以
下
町
罰
金
。
違
反
主

1

占
。
反
則
金
H
二
輪
4
千
円

行
政
処
分
制
度
の
強
化

い
ま
ま
で
は

道
路
交
通
法
違

反
に
間
わ
れ
る

町
み
で
、
行
政

処
分
を
受
け
な

か
っ
た
次
の
よ
う
な
違
反
も
、
今
後
は

処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

無
車
検
、
無
保
険

(強
制
保
険
)
は

い
ず
れ
も
違
反
点
6
点
。
車
庫
が
わ
り

に
道
路
を
使
用
し
た

d
H空
駐
車
“
は

2
点
。
夜
間
的
八
時
間
以
上
司
路
上
駐

車
が
1
点
で
す
。
こ
の
四
つ
は
車
を
持

つ
者
的
地
底
的
責
任
で
、
守
れ
な
い
人

は
車
を
持
つ
資
格
が
な
い
と
い
え
ま
し

ょ、ヲ
.

無
車
検

無
保
険

も

違

反

点

麻
薬
や
党
せ

い
剤
を
飲
ん
で

の
運
転
と
、
酒

酔
い
運
転
は
厳

削
で
、

一
度
の

違
反
で
免
許
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

H

麻
薬
・
党
せ
い
剤
運
転
“
は
‘
こ
れ

ま
で
過
労
運
転
並
み
の
比
較
的
経
い
処

分
で
し
た
が
、
大
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
強
い
う
え
、

麻
薬
、
党
せ
い
剤

の
書
用
に
よ
る
中
毒
症
を
防
ぐ
意
味
も

.
酒
酔
い
。

は

免

許

取

り
消
し

鎌田勝美君

と
知
事
引
H
を
礎
科
、

二
年
は
中
島
克

弘
君
、

三
年
は
昨
年
全
国

一の
総
務

長
官
貨
を
受
け
た
伊
藤
政
子
さ
ん
が

三
年
連
続
で
上
位
を
独
占
。
小
学
生

で
も
二
年
内
藤
本
君
が
二
年
連
続
、

四
年
町
中
砧
ル
ミ
子
さ
ん
が
初
内
金

貨
に
雌
き
、

そ
の
ほ
か
銀
貨
は
原
信

一
郎
君
(小一一
一)
原
香
代
子
さ
ん
(
小

六
)
遠
藤
明
美
さ
ん
(
中
ニ
)
遠
藤

孝
幸
君

(中
=
=
町
四
人
、
銅
賞
は

山
田
政

一
君
(小
五
)
森
洋

一
君
(中

三
)
町
二
人
、
そ
れ
に
佳
作
が
五
人

と
全
夜
二
十
三
人
の
づ
ち
、
実
に
十

六
人
が
受
賞
。
ま
た
知
事
貨
は
第

一

回
か
ら
連
続
五
回
も
同
校
の
児
童

・

生
徒
が
受
賞
し
た
と
あ
っ
て
、
指
導

す
る
山
寺
宥
恵
子
先
生
と
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
す
。

こ
の
中
皐
校
に
次
ぎ
、
簡
川
小
(奥

崎
敏
雄
長
長
)
で
は
、
昨
年
、
五
年

生
内
佐
藤
敦
君
が
初
め
て
全
国

一の

総
務
長
官
貨
を
受
け
た
の
に
続
き
、

五
年
内
鎌
回
勝
美
君
が
金
貨
と
知
事

貨
を
、
六
年
同
本
庄
宿
幸
君
も
金
賞、

一一
年
の
本
庄
郁
子
さ
ん
が
鎖
託
、
佳
作

に
二
人
が
入
賞
す
る
健
闘
よ
り
。
こ

の
ほ
か
今
金
小
一
年
同
山
寺
申
り
か

ち
ゃ
ん
が
金
賞
、
吉
田
-」
う
じ
君
(
神

丘
小

こ

と
相
原
知
亜
紀
さ
ん

(今

小
一ニ)
が
銅
賞
と
い
う
、
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
始
ま
っ
て
以
来
、
今
金
勢
の

大
量
受
賞
を
記
録
し
ま
し
た
。

春樹君森

優
良
な
運
転
車
に
は
ご
ほ
う
び
を
あ

げ‘

一
層
、
安
全
運
転
に
心
が
け
て
も

ら
う
た
め
に
、
二
年
間
、
無
事
故
・
無

違
反
の
運
転
者
が
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
や

信
号
無
視
な
ど
違
反
古

二
点
ま
で
の
軽

い
違
反
を
犯
し
、
そ
の
後
コ
一
ヵ
月
間、

違
反
行
為
な
し
で
経
過
す
れ
ば
、
そ
の

含
め
て
の
厳
罰
十
五
点
で
す
。

軽
微
な
違
反
行
為
何
者
数
は
、
行
政
処

酒
酔
い
運
転
は
従
来
、
士

一市
で
し
分
の
対
象
と
な
る
占
数
立
砕
か
ら
は

た
が
、
こ
の
改
正
で
十
五
占
、
に
引
き
上
ず
さ
れ
ま
す
。
い
ま
ま
で
は
、
こ
の
点

げ
ら
れ
、
麻
薬
、
党
せ
い
剤
述
転
と
並
数
内
消
却
期
聞
が
一
年
で
し
た
か
ら
、

ん
で
の

J
M商
点
e

に
な
り
ま

し

た

。

四

分

町

一
に
短
縮
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

ゴ
ミ
ェ111一て一時日
~之
3
足時守在宅時一
43
4娘一一守主主
義
w
H
U引

》
)
f遣
問
島
制
度
の
一充一
骨髄弘

;
A怠

「

ho金沢一
i
亡
で
み
h
b
v
hえ一弘
h
h
yお
q
C
百
み

eJ当
h
d
U
4
n
v
r
r
九世命、
吋ん一〉
込町、
J

ヘr

訳
、
主
将

知
っ
て
い
な
が
ら
黙
認
し
て
い
る
ー
と

い
っ
た
ケ

I
ス
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
使
用
者
や
安
全
運
転
管

理
者
が
、
運
転
者
に
違
反
を
命
じ
た
り

黙
認
、
見
逃
し
行
為
が
も
と
で
‘
運
転

者
が
血
恋
ん
許
、
組
資
格
、
酒
酔
い
、
麻

薬
運
転
で
検
挙
さ
れ
る
と
、
そ
れ
だ
け

で
そ
の
車
内
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
過
労
運
転
、
酒
気
帯
び
運
転

の
場
合
は
二
回
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
積

載
制
限
違
反
の
場
合
は
三
回
検
挙
さ
れ

る
と
、
そ
の
率
は
使
用
禁
止
に
な
り
ま

す
。
使
用
禁
止
の
期
間
は
、
六
か
月
以

内
。
運
転
禁
止
の
マ
l
ク
が
車
に
張
ら

れ
ま
す
。

改
正
法
の
要
点
な
ど
を
よ
〈
知
り
、

違
反
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
主

(使

用
者
)
町
運
転

者
に
対
す
る
安

全
選
転
管
理
が

不
十
分
な
た
め

に
起
き
る
疲
労
連
転
や
酒
酔
い
運
転
事

故
は
、
相
変
ら
ず
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、

二
十
台
以
上
向
車
を
使
有

し
て
い
る
事
業
主
は
、
安
全
運
転
管
理

者
の
業
説
明
を
補
助
さ
せ
る
た
め
の
刷
安

全
巡
転
管
理
者
を
お
く、
』と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

町
安
全
運
転

管

理

者

の

選

任

義

務

拙
削
減
制
限
内

違
反
や
ス
ピ
ー

ド
造
反
も
実
は

使
用
者
向
指
示

で
あ
っ
た
り
、

管
理
不
徹
底

に

は

車

の

使

用

制

限
宅 f

優
良
運
転
者
に
恩
典

( 4) 

¥ ー/

も
ふ
え
て
お
り
、
国
保
財
政
は
地
々
赤

字
的
道
を
あ
申
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ん
と
か
、
こ
の
医
療
費
を
節
約
で

き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
第

一
に

「深
夜、

医
療
費
が
ふ
、
え
つ
づ
け
、
そ
れ
に
伴
休
目
時
間
外
訟
療
」
を
や
め
る
よ
う

っ
て
保
険
税
も
値
上
り
を
つ
づ
け
た
の
み
ん
な
で
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

で
は
、
こ
れ
を
負
担
す
る
私
た
ち
は
大
私
た
ち
の
塞
庭
で
は
、
子
ど
も
が
カ

変
な
こ
と
で
す
。

ぜ

を
引
い
た

l
昼
間
は
元
気
に
遊
ん
で

保
険
料
内
政
問
限
度
額
も
五
十

一
年
い
た
が
、
夕
方
に
な
る
と
食
事
も
し
な

で
十
五
万
円
、
五
十
二
年
は
十
七
万
円
い
、
熱
を
計
る
と
お
皮
も
あ
る
!
と
い

五
十
三
年
度
が
十
九
万
円
と
な
っ
て
お
う
こ
と
で
病
院
に
走
る
こ
と
が
よ
〈
あ

り
、
更
に
明
年
度
は
公
平
な
負
担
の
平
り
ま
す
。
時
間
外
に
診
療
し
ま
す
と
、

等
と
か
で
二
十
一
万
円
に
な
ろ
う
と
し
平
常
時
的
受
診
料
の
ほ
か
に
、
更
に
割

て

い

ま

す

。

り

増

し

と

し

て

、

初

診

料

六

百

円

、
再

た
し
か
に
医
療
費
が
伸
び
つ
づ
け
る

診
料
で
は
五
百
円
、
休
日
に
な
る
と
初

円
で
あ
れ
ば
、

税
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
診
料
千
八
百
円
‘

再
診
料
二
千
五
百
円
、

り
ま
せ
ん
が
、
五
十
三
年
九
月
と
前
年
深
夜
診
療
で
は
三
千
六
百
円
も
高
い
料

同
期
的
被
保
険
者

一
人
当

η
の
療
養
語
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

貨
を
見
ま
す
と
、
前
年
は
七
千
九
百
五

深

夜

、

休
日
、
時
間
外
受
診
は
、
突

十
四
円
に
対
L
・
本
年
は
一
万
四
百
六
然
は
げ
し
い
症
棋
に
な
っ
た
場
合
は
別

十

一
円
と
三
一
%も
明
加
し
て
い
ま
す
。
と
し
て
、
日
常
か
ら
+
分
注
意
し
て
早

現
在
的
予
算
か
ら
み
ま
す
と

一
O
%

や
め
に
受
除
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

国
保
・
健
康
だ
よ
り

医
療
費
の
節
約
を

J
富
田
守
閣
さ
ん
に

道
社
会
貢
献
賞

昭
和
二
十
年
か
ら
三
十
二
年
間
も
へ

き
地
診
療
に

献
身
し
、
地

域
医
療
の
向

上
に
尽
力
し

た
富
田
守
因

さ
ん
(
八
幡
町
閉
山
歳
)
に
五
十
三
年

度
北
海
道
社
会
云
献
貨
が
九
月

一
目、

道
知
事
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

富
田
さ
ん
は
、
昭
和
十
九
年
日
大
医

学
科
卒
業
後
、
富
田
医
院
町
医
師
と
し

て
勤
務
、

三
十
五
年
院
長
職
、
四
十
四

年
か
ら
北
部
医
師
会
会
長
を
歴
任
、
地

域
住
民
的
診
療
に
努
め
る
一
方
、
へ
き

地
医
療
体
制
的
充
実

・
向
上
に
尽
力
し

た
功
績
は
高
〈
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

(5 ) 



町
は
、
第
三
固
定
例
町
議
会

で
昭
和
五
十
二
年
皮
肉
一
般
会

計
を
は
じ
め
三
特
別
会
計
町
決

算
既
定
を
求
め
ま
し
た
.

現
在
、
決
算
特
別
委
只
会
に

付
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

お
も
な
内
容
と
A
7
年
度
町
子
算

執
行
状
況
を
合
せ
グ
ラ
フ
と
表

で
ご
紹
介
し
ま
す
.

52年度、36億円の町の決算
昭和53年度一般会計の予算執行状況

入} {歳 出〉〈歳

/ 投資的経費に11億 l千万円

土木費 21%、民生費 15%-E 
町税(2億 2千万円)は 9%

地方交付税で35%占める

額|{醐.446千阿12細川予肉

慢 ~ 43.弱。千円20例6千円j会

ま第

総

議

総

2醐 971T-fll( 1由 7肝円)l総

竺，270f-f1J斗"

τ 528f-fIl) I地方餓与悦

自動期取1ゆ悦
交 付金

額

拠222.5鈎千円{

34，1∞千円(

11，058千円)凪醐千円( 生R 

業事なdu 
おの度年内

L
Fhυ 

63.594千円

銀~千円

27，193十円p

lお千円)

生

副島

衛

ヲサ

抱方交付悦

交通安全対剤
"別 交 付 ' "

763.“3予円}

OT-PIl 

1，039.嗣子阿(

832千円(

昭和52年度会計別決算額昭年52年度一般会計歳入歳出決算の内訳

(単位万円)

今金保育所建設 8，494 

高校線・大和中央線等舗装 6，613

宮内下橋架換 6，539 

公営住宅12戸建設 6，055 

都市計画街路事業 5，670 

山村地域特別対策事業 5，228 

神丘6線線道路改良 3，627 

イマヌエル線道路改良舗装 2，941 

山手線道路改良舗裳 2，647 

農業栴造改善事業 2，601 

市美公阻造成 2，186 

12回線道路改良 2，118 

道路排水施設整備 1，946 

白石線道路諌雪害防止 し903

へき地教貝住宅建設 1，732 

町有林造林 ，艶備 1，549 

農道箆備・農地開発司L業負担 1，210 ' 

緊急粗飼料増産対策補助 897 

農業開発協議会負担 865 

地絡調査 684 

雷媒機械購入 591 

紳丘11号線防雪榔設置 制8

Fム関連調査 350 

農林施設災害復l日 28，209 

公共土木施設災害復旧 9，715 

町民 1人当りの決算は

一般会 計 271，344内

町税負担 24，218円

土木賞 56，470円

民生費 41，514円

教育 費 34，021円

農林水産業費 27，122円

衛生費 6，765円

( 6 ) 

362.715千円98.244予阿)分値金"ぴ仇他盆化327千阿)14.455千円(

会 計 別 区分 決 算 額 残額の措置

歳入 2，588，157 翌年度へ繰越 18，878 
一般会計 歳出 2，549，279 

睦額 38，878 基金揖入 20，似)()

国保'1<章 歳入 405，399 亜年度へ桂昌 194 
輩出 404，995 

特 勘 定 班額 404 務金融入 210 

別 国保施置 収入 572，110 翌年度未品分利益集余

支出 521，744 

会 勘 定 暁額 50，366 金と Lて繰越 50，366 

計 間品水道 歳入 31，781 翌年度へ繰越 7日
歳出 30，257 

事童会計 残額 1，524 基金桂入 770 

歳入 3，597，447 翌年度へ揖越 70，192 
A ロ 自十 歳出 3，456，275 

残額 91，172 基金融入 20，980 

( 単 位 千円)

出〉{歳入〉〈歳

国庫安出金

川 ∞拙千何)描制2千円

胃|( 四 217千円)315，醐千円

"七 一
nQ 

農帥摩擦鴨 [(

24日2千内

458.5別手同

91.138平1'1

492.257子円

2ω816千円

2∞.42千円

l 民~r円

"桃行.'を示す

17.781千円)

93即 7千円}

50.192千阿)

( 152.425千円)

白部6子11l)

65.302子円}

千円)

としの町の財政(品開:)

n 

n 

n 

}内"紋入支?也前額

喫

n 

n 

災書復旧電電

工

'" 
育

{慣

~)j 

土土木

i附

，宅
島

予

商

" 

使用斜及びr'~同

図庫支出金

iIl支出金

財鹿収入

金

金

入

{貧

附

8 

"' 

寄

2持

-H1I I町

)外"予""U"

投

"'.5∞千円(

l・.022千阿}

108，424乎阿}

10，555千円)

11，094千円)

12千円)

18.878千円)

56.752千阿)

18，878子同(

28.357千円{

510弱5予同{

230，210千円(

14，992千円(

10千円(

2回 9四千円(

主木費
目。.5描干円(20.8%)

地方~i寸税

912，961干円
(35，3%) 

~ 

、ーー

4月から始まった昭和53年度も約半年が過ぎました。

町民のみなさんに、町内台所がどのよ うになってい るかを知

っていただ〈ため、今年度内一般会計予算執行状況をお知らせ

します.

昭和52年度一般会計

歳出決算性質別比較図

1) 壱 f| 昭一53年度町税ム収納状況

(単位千円)

、、~ノ

高

13，504，348m' 

52，812m' 

29，547m' 

710千円

3，804千円

28台

159，552千円

3 . 3l現在)

在

町有財産の内訳

(53 

現分

土地

建 物

立 木

有価証券

出資による権利

車 納

基金

区

71，951千円 (4.9"/0)

(53.3.31現在)

背

437，299千円

-晶在現の

円
!

債

汗
%

方

島山一

地

引
{
一

教

税同区分 制定額 収入済額 収入率

町 民 税 l08，700 68，967 63.4% 

悶定資産税 71，711 47，090 65.7 
固有資産等所在市

11，464 6，946 60.6 
町村吏付金納付金
軽 自 動車 税 2，907 2，740 94.3 

た 1;1'こ i自費手足 16，097 l3，257 82.4 

iR気ガス税 3，769 3，769 1Ol).0 

木 材引取税 364 364 100.0 

特別土地保有税 17，136 17，136 100.0 

言十 232，148 160，269 69.0 

(7l 



/¥  
議会の動き

¥ノ
第
三
国
疋
例
町
議

会
は
九
月
二
十
六
、

二
十
七
日
町
二
日
間

開
か
れ
、

一
船
会
叫
袖
正
予
算
な

ど
議
案
八
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
二
年
皮
肉
各
会

計
決
算
認
定
は
、
決
算
特
別
委
只

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

(
辿
野

町
内
容
は
六
七
ペ
ー
ジ
に
申
抜

)

こ
町
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な

こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す。

一
般
会
計

九
千
五
百
万
円
を
追
加

nlllll川111111111111111川111川111川1111111111111111111111111111111111111111川川111111111川H

。

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
五
百
万

一

千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
二
十

六
億
八
千
四
百
九
十
七
万

一
千
円
に
な

り
ま
し
た
~
。

追
加
的
お
も
な
も
町
は
、
五
十
四
年

度
着
工
を
め
ざ
す
統
合
中
学
校
の
建
設

敷
地
購

λ
費
百
八
万
六
千
円
と
五
万
一

千
三
百
二
十

一
平
方
灯
の
建
設
地
繋
地

工
芯
費
二
千
五
百
五
十

一
万
四
千
円
、

校
舎
全
体
設
計
委
託
料
八
百
万
円
な
ど

の
ほ
か
、
北
部
崎
山
術
生
セ
ン
タ
組

合
負
担
金
二
百
九
万
二
千
円
、

北
柏
山
地
区
道
営
土
地
改
良

事
業
監
督
民
事
務
所

m築
負

担一金
二
百
八
十
八
万
五
千
円
、

八
束
圃
場
務
備
事
業
大
原
排

水
工
拡
費
負
組
金
八
百
十
四

万
三
千
円
極
川
宮
前
、
御

影
線
道
路
側
溝
補
修
工
事
合

三
百
十
万
同
、
神
丘
六
線
線

用
地
測
量
委
託
料
三
百
十
八

万
円
、
同
物
件
補
償
資
百
三

十
二
万
九
千
円
、

金
又
中
央

青
少
年
会
館
の
裏
側
に

一

予
定
さ
れ
る
統
合
中
学
校

の
建
読
敷
地
(
聾
提
か
ら
望
む
)
一

今
回
会
の

一
つ
の
焦
点

と
な
っ
て
い
ま
し
た
(
無

限
連
鎖
識
の
防
止
に
関
す

る
法
律
」
い
わ
ゆ
る

「ネ

ズ
ミ
講
猿
止
法
」

が
可
決、

成
立
し、

来
年
四
月
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
.
こ
れ
に

よ
り
子
会
昼
間
を
増
や
し
、

金
を
集
め
る
織
の
開
段
運

営
は
も
ち
ろ
ん、

一
般
会

員
の
勧
誘
行
為
も
刑
事
罰

の
対
象
に
な
り
ま
す
.
な

に
は
と
も
あ
れ
、
あ
と
て

悔
や
む
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ネ
ス
ミ
績
の
し
く
み
を
よ

く
知
リ
、
う
ま
い
話
の
正

体
を
見
破
り
ま
し
ょ
う
.

これがねずみ講の正体だ/

U
と
口
に
ね
ず
み
鱗
と
い
っ
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
租
類
が
あ
り
、
手
口
は
巧

妙
を
き
わ
め
ま
す
。

し
か
も
、
勧
訟
の
と
き
は
「
ね
ず
み

講
で
す
」
と
は
決
し
て
名
の
り
ま
せ
ん
.

「争
責
相
互
に
よ
る
助
け
合
い
の
会
で
、

共
存
共
栄
を
モ
y
ト
l
に
す
る
団
体
で

す
」
な
ど
と

n
耳
よ
り
な
話
。
を
並
べ

た
て
、
決
し
て
ン
y
ポ
を
見
せ
よ
う
と

は
し
ま
せ
ん

。
そ
れ
で

「一
一一十
万
円
出

す
と
、
会
見
町
助
け
合
い
で
五
十
倍
以

上
に
な
っ
て
か
え
っ
て
き
ま
す
よ
」
な

ど
と
勧
誘
さ
れ
る
と
、
つ
い
話
に
の

っ

て
し
ま
い
、
あ
と
で
一一
棋
を
み
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

-
大
多
数
ガ
必
ず
畠慣
を
す
る
・

ね
ず
み
都
内
し
く
み
と
そ
の
特
徴
を

う
ま
い
話
巴

ご
周
心
f
。

身
障
者
や
恵
ま
れ
な
い

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
募

金
活
働
ー
と
称
し
て
ハ
ン

カ
チ
、
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
、

絵
馬
な
ど
を
売
り
歩
く
若

い
ク
ル
l
フ
が
町
内
各
地

を
横
行
し
て
お
り
、
そ
の

ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
か
増
加

し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
名
を
か
た
る
悪

質
な
戸
別
訪
問
に
は
、
断

固
と
し
て
応
じ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
.

悪質な訪問販売

訪
問
販
売
は
、

「訪
問
販
売
等
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
い
ま
ま
で
の
訪
同
販
売
の
苦

情
相
談
町
内
容
は
‘
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の

甘
い
言
葉
に
つ
ら
れ
て
、

つ
い
不
必
要

な
商
品
を
購
入
し
、
み
と
で
解
約
し
た

い
と
か
、
そ
の
代
金
町
支
払
い
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
大
半
で
す
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
紡
問
を
受
け
た
と

き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

V
セ

ル
ス
マ
ン
同
氏
名
等
を
確
認
す

る
こ
と
.
身
分
や
訪
問
目
的
を
明
ら

か
に
せ
ず
、
偽
っ
て
商
品
を
販
売
す

線
締
議
新
設
負
担
金
百
万
円
、
都
市
街

路
事
業
一
千
五
百
三
十
万
円
、
同
移
転

補
償
資
三
百
五
十
八
万
円
、
第
二
幹
線

川
排
水
工
事
品
目
二
百
六
十
六
万
四
千
円
、

同
排
水
整
備
補
償
費
六
百
六
十
万
三
千

円
‘
公
営
住
宅
修
縛
料
二
百
万
円
、
札

響
楽
団
演
奏
会
補
助
百
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
営
か
ん
ば
い

制
別
地
区
別
査
委
託
料
二
百
五
十
万
同
、

A
丞
町
農
業
開
発
協
誠
会
負
担
金
百
六

十
七
万
五
千
円
.
街
路
事
業
用
地
購
入

〈〉

一
般
質
問

三
談
頁
か
ら
①
住
宅
問
題
と
土
地
対

策
、
町
道
及
び
下
水
、
排
水
町
消
掃
管

理
、
勝
共
連
合
会
貝
に
よ
る
訪
問
販
売

②
昼
休
み
窓
口
業
務
の
実
施
、
公
営
住

宅
町
一
拡
張
計
画
、
交
通
安
金
持
策
③
今

金
東
部
地
区
農
地
開
発
事
業
計
画
的
状

況
と
展
望
に
つ
い
て
十
一
般
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
発
言
内
内
容
は

「機
会
だ

よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
道
営
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
納
入

近
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
負
担
金

に
つ
い
て
、
八
東
地
区
間
場
整
備
卒
業

は
卒
業
費
内
内
、
農
道
、
排
水
路
及
び

営
繕
質
的
二
七
・五
%
に
.
八
東
地
区
か

ん
が
い
排
水
卒
業
は
営
繕
曲
目
の
二
二

・

あ
げ
ま
す
と
‘

ま
ず
‘
緋

(
コ
l
ス
な
ど
と
い
う
)

に
加
入
す
る
と
、

一
定
金
面
酬
を
講
何
本

部
や
#
鐙
会
民
に
送
金
す
る
よ
う
指
示

さ
れ
ま
す
。
同
時
に
、
最
低
二
名
の
新

規
岳
民
的
勧
誘
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
自
分
的

"子

ム再
H
M
が
H

孫
会
H
H

e

を
加
入
さ
せ
る

と
い
う
ふ
う
に
、
ね
ず
み
算
的
に
地
え

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
子
孫

る
例
が
多
い
の
で
、
ま
ず
、
名
刺
な

ど
に
よ
っ
て
セ
ー
ル
ス
マ
ン

同
氏
名

ゃ
な
に
を
販
売
す
る
目
的
で
訪
問
し

た
の
か
を
ま
ず
確
認
す
る
。

-v
不
要
不
急
円
商
品
は
購
入
し
な
い

こ
と
。
勧
誘
を
受
け
た
商
品
が
必
要

か
ど
う
か
よ
く
考
え
て
、
不
必
要
で

あ
る
と
き
は
、
ハ

y
キ
リ
相
手
方
に

購
入
し
な
い
旨
を
伝
え
る
。

V
取
引
条
件
を
明
示
し
た
密
面
を
受
領

す
る
こ
と
。
商
品
を
購
入
し
た
り
、

申
込
み
を
し
た
と
き
は
販
売
価
格
、

代
金
的
支
払
い
方
法
、
販
売
業
者
の

氏
名
な
ど
の
取
引
条
件
を
記
減
し
た

巾
U
面
を
必
ず
受
領
す
る
。

マ
ク

l
リ
ン
グ
オ
フ
を
活
用
す
る
こ
と
。

費
二
百
九
十
六
万
円
が
減
額
さ
れ
ま
し

た

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
地
方
交
付
税

七
千
四
百
八
十
六
万
二
千
円
、
国
庫
支

出
金
八
百
三
万
七
千
円
、
道
支
出
金
五

百
四
十
二
万
二
千
円
‘
町
償
五
百
三
十

万
円
な
ど
が
異
込
ま
れ
ま
し
た
。

〈〉
国
保
特
別
会
計
事
鎌
勘
定
補
正
予
算

図
的
補
助
で
あ
る
臨
時
財
政
制
強
交

付
金

一
千
二
百
万
円
的
決
定
に
よ
り
保

険
給
付
賛
同
高
額
療
受
賞
保
険
者
負
担

分
と
し
て

一
千
二
百
万
向
が
追
加
さ
れ
‘

予
算
総
額
は
四
億
八
千
九
百
四
万
五
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

/
、パ

V
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期
満
了
に
伴
い
、
伊
藤

一
治
き
ん

(何
回
歳
・
金
原
)
が
再
任
さ
札
ま
し
た
。

五
%
を
負
担
予
定
額
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
V
陳

情

光
町
星
学
問
か
ら
の
「
精
神
薄
弱
者

更
生
施
設
「
光
の
星
学
園
」
の
定
員
二

十
名
増
の
柑
築
工
事
に
伴
う
借
入
金
の

償
還
金
内
町
賛
助
成
」
の
陳
情
が
あ
り
、

総
務
常
任
委
貝
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

〈〉
請

願

今
金
町
農
協
、
農
民
連
凱
、
農
協
青

年
部
、
同
婦
人
部
か
ら
1

学
校
給
食
に

お
け
る
米
飯
給
食
肉
日
数
増
加
要
問
」

に
閲
す
る
附
願
と
新
日
本
納
入
町
会

今
金
支
部
か
ら

「町
立
病
院
に
産
婦
人

科
と
母
子
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
に
関
す

る
蹄
願
は
そ
れ
ぞ
れ
総
務
常
任
委
只
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
が

一
定
数
に
増
え
る
と
、
講
何
本

部
ま
た
は
子
孫
会
員
か
ら
送
金
さ
れ
て

〈
る
と
い
う
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
ね
ず
み
講
は
、

一
人
か

ら
二
人、

三
人
か
ら
四
人
、
四
人
か
ら

八
人
へ
と
文
字
通
り
、
ね
ず
み
算
式
に

会
員
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
陣
地
く
な
か
れ
、
争
員
数

は
二
十
七
段
階
ま
で
に

一
億
三
千
四
百

二
十

一
万
七
千
七
百
二
十
七
人
と
な
り
、

日
本
町
人
口
を
軽
く
オ
ー
バ
ー
し
て
し

ま
う
の
で
す
。

つ
ま
り
、
税
そ
の
も
の

が
、
破
た
ん
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

こ
の
算
式
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

早
く
講
に
入
っ
た
人
だ
け
が
得
を
し
て
、

そ
の
ほ
か
大
多
数
は
、
必
ず
損
を
す
る

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

未
使
用
町
商
品
に
限
り
、
也
市
を
受

領
し
た
日
を
含
め
て
四
日
間
は
無
条

件
で
解
約
で
き
る
。(ク

リ
ン
グ
オ

フ
制
度
)
の
で
、
解
約
し
た
い
と
き

は
、
慰
問

(内
容
証
明
つ
き
の
郵
便

に
す
る
こ
と
が
確
笑
)
で
販
売
業
者

に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。

マ
現
金
購
入
は
恨
軍
に
す
る
.

税
金
購
入
の
場
合
は
、
解
約
で
き

な
い
の
で
、
お
金
の
支
払
い
は
慎
重

に
す
る
。
も

L
.
疑
問
が
少
し
で
も

残
っ
た
ら
む
し
ろ
税
金
支
払
い
を
避

け
る
こ
と
も
一
方
法
で
す
。

訪
問
販
売
に

つ
い
て
町
お
問
い
合
わ

せ
は
、
近
、
支
庁
内
消
資
生
活
相
紋
所

ま
た
は
、
役
場
商
工
観
光
諜
へ
。

( 8 J 

政
治
家

な

ど

の

寄

付

行

為

は

一
斉
禁
止

Q

政
治
家
が
お
祭
に
寄
付
を
し
た

り
、
お
葬
式
に
大
き
な
花
輪
を
送

っ
た
り
っ
て
い
う
話
を
聞
い
た
り

し
ま
し
た
が
、
最
近
は
ど
う
な
っ

た
ん
で
す
か
?

A

以
前
は
、
選
挙
に
関
係
が
あ
る

と
き
禁
止
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
が

ネ
。
現
在
は
も
う

一
斉
ダ
メ
F
ま

た
、
有
権
者
の
方
も
祭
が
あ
る
か

ら
お
酒
を
出
し
て
く
れ
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
要
求
し
て
は

一
切

な
ら
ん
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Q

な
ぜ
そ
ん
な
に
厳
し
い
の
で
す
。

A

政
治
家
と
か
候
補
者
っ
て
い
う

的
は
ネ
。
お
祝
儀
だ
と
か
そ
う
い

う
よ
う
な
名
目
を
つ
け
て
金
を
使

う
、
票
が
ほ
し
い
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
を
調
達
す
る
た
め
ど
う
し
て

も
無
理
を
す
る
ん
で
す
ヨ
。
そ
う

す
る
と
政
治
が
い
き
お
い
汚
れ
て

〈
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

Q

よ
り
清
潔
な
政
治
を
F

と
い
う

こ
と
で
す
ネ
。

A

そ
う
い
う
こ
と
で
す
ネ
。

Q

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
を
し

た
ら
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
か
?

A

ま
ず
ネ
‘
お
歳
暮
や
お
中
元、

お
祭
同
時
的
お
金
と
か
酒
を
届
け

る
こ
と
、
ま
た
は
出
産
だ
と
か
、

¥../ 

祝
い

、
あ
る
い
は
銭
別
、
葬
式
的

香
典
、
花
輪
、
供
、
ぇ
物
な
ど
一
切

F
メ
だ
と
思
っ
た
~
方
が
い
い
で
す
。

Q

冠
婚
葬
祭

l
全
部
ダ
メ
，F
ま
だ

あ
る
ん
で
す
か
?

A

あ
る
ん
で
す
ヨ
。
弁
当
の
差
し

入
れ
、
陳
情
に
来
た
人
に
食
事
を

出
す
と
か
、
お
み
や
げ
を
持
た
せ

る
と
か
。
と
に
か
く

一斉
禁
止
だ

と
思
っ
た
方
が
い
い
で
す
ネ
。

Q

政
治
家
内
個
人
の

つ
き
合
い
は

A

親
族
に
対
す
る
寄
付
と
い
う
こ

と
だ
け
は
除
か
れ
る
の
で
す
。

平
野
さ
ん
西
野
さ
ん
に

農
林
大
臣
か
ら
感
謝
状

裂か i 「ー Ir~ カに林
書ヰ警 1C":l受 E田中統 n
，~ &)-$， 1 r...:f.l 1 1 ，...--.1 :ttら川 E十統

'ー努 E霊:':~iJ ， r円 2 しれ牒調 ni
p 貸 ..，酔4: '1 -u た志林査 の
*~で塑 L ~ 1iI弘、 で色 町 し 本 に 目
きれの宜 L}，晶~ ~ r.... はた桂協 “

雲塁手 主 主 喧 関 車 て水お栄右 ( 平 臣 L 月
R手堅受型査産 お I産 二 き側神野 かた十
>'IT間 三円物 り 省人ん ) 丘 t告 ら止 λ
平政 十う生まがは:;;;;~説 ルめ;一
弓竺こ i\ ち産す行Al':!:茜写~ 額二己

器内 年 、費農つ林士主野真ん 状人農
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)

包

コ

勺

」

ん

写

一

和

生

一

一

且

リ

さ

プ
時
日

共

誕

コ

背

ラ

一

子

y

組
一

喧
町
一
一
と
フ
一
お
ナ
広
一

例

措

、

つ

、

一

円

ス

一

(

1

げ

や

リ

一

で

町

・

犯

さ

ラ

一

ま

常

い

V

2

ん

ら

も

フ

一

議

臼

き

の
や
ぷ
ら
が
一

3

ど
だ

ん

ち

を

が

る

一

な

〈

さ

範

チ

な

て

一

中

念

せ

一

芳

モ

ん

つ
一
集
記
寄

正

芳

升

げ

張

一

募

日

hu

回

一

き

頑

英

生

を

向

，

こ

て

写

誕

瓦

上豊田の水稲農家10戸てノ

モミ乾燥調整施設が完成

初の共同利用施設

本
町
で
初
め
て
試
み
ら
札
る
稲
作

集
団
地
殻
利
用
組
合
的
モ
ミ
乾
燥
別

製
地
授
が
九
月
二
十
一
日
、
ト
甫
品
問

地
区
に
完
成
‘
本
年
産
米
の
収
獲
乾

燥
に
フ
ル
稼
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
年
度
的
水
稲
団
地
育

成
対
策
事
業
と
し
て
ト
商
品
固
め
水
稲

農
家
十
戸
が

(対
象
面
積
七
十
円サ)

共
同
利
用
組
合
(
川
上
官
蔵
会
長
)

を
結
成
、
八
月
中
旬
か
ら
着
工
し
て

い
た
も
の
で
す
。
完
成
し
た
施
設
は
霊

泣
鉄
有
造
り
平
家
建
て
三
百
五
十
平
方

H
川
町
モ
ミ
乾
燥
工
場
に
百
十
六
平
方
υ
川

町
モ
ミ
が
ら
貯
蔵
‘
二
十
七
平
方
H

川町

自
主
検
議
室
、
そ
れ
に
今
秋
の
収
被
用

の
自
脱
コ
ン
パ
イ
(
四
条
刈
)
五
台
で

韓
日
工
事
曲
目
六
千
七
十
八
万
円
。

モ
ミ
乾
燥
調
製
施
設
は
、
乾
燥
機
八

台
、
放
冷
タ
ン
ク
四
台
に
調
節
タ
ン
ク
、

モ
ミ
す
り
機
、
玄
米
タ
ン
ク
、
〈
ず
米

• 
週間

11月11日-11月17固まで

税金巳は、一定の手続在守るこ

とによって、納脱者のみ芯さんに

有利こなるいろいろな場合ガある

ことをご寄知で可か。

だとえば、マイホムを新裂し

だとき、火災や風水害にあっ疋と

き、多額の医療費者E受払つ疋とき

怠ど|こは、一定の手続き(確定申

告など〉をすれば税盆ガ戻ってき

だり、軽減され疋りしま草。

11月11日力ら17日までは「税を

知る週間」で可。

この週F晶耳、税のしくみや、税

金ガ私たちの生活在豊かにするた

めこ、どのように使われているか

などをお知らせするとともlこ、正

しい税¢知福島を広めることを目的

とレています。 その定め、 八雲税

務署では座談会や税金のゆくえ写

真展、巡回税務相談などを行い草

す。今金町では11月17日午後B筒

から今金商工会で「青色教室」を

開設しま可からあ気軽にご利用く

ださい。まだ、この週間中以外で

納税貯蓄組合、婦人団降、青年団

体忽どで担税教室のご要望ガあれ

ば開設しますので、ご遠慮なく申

し出ください。

(10) 

税の知 識

る税を知

完成 した共同利用の租乾燥調製施政

タ
ン
ク
、
自
動
ミ
ン
な
ど
各

一
台
が
フ

才
ク
リ
フ
ト
と
コ
ン
ベ
ア
に
よ
る
オ

ー
ト
メ
シ
ョ
ン
機
械
で
、
乾
燥
処
理

能
力
は
玄
米
換
抑
で

一
日
当
り
二
十
四

J
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
付
帯
す
る
育
首
施
設

に
は
発
芽
機
二
台
、
千
六
百
二
十
平
方

幻

(
六
棟
)
内
硬
化
ハ
ウ
ス
、
槌
水
施

設
一
式
、
田
植
機
(
六
条
植
)
五
台
な
ど

が
計
画
さ
れ
、
総
卒
業
費
は
九
千
六
百

十
四
万
五
千
円
。
も
っ
ち
四
千
百
三
十
六

万
七
千
円
が
国
庫
補
助
で
‘
残
り
は
受

益
者
向
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
内
で
は
、
第

一
次
農
業
構
造
改

普
事
業
な
ど
に
よ
る
コ
ン
パ
イ
な
ど
大

型
機
械
の
共
同
利
用
は
十
年
前
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
背
首

警
か
ら
収
継

-
乾
燥
施
設
と
い
っ
た

一
迎
町
大
型
地
段
共
同
利
用
は
今
回
が

初
め
て
な
だ
け
に
、
今
後
は
本
町
内
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
、
施
設
の
円
滑
を
利

用
と
そ
の
成
梨
が
大
き
〈
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

世②0221
E④5321 
宮⑥5321
宮③0324
E②0221 
宮③0057

1>選考書類.面接選考を54年 2月13
日{叫に当校で.

bその他応募入桂町聞い合せは本位か

職業安定所へ.

.所樽視軍 2期分の納期は11月末

11月は所持組第 2JUI分町納脱円月で

す。納税する額は、 一般向人は 6月に

税務署から通知されており、また、特

別農業所持者向場合は 10月15日までに

税務署カら通知されますから、そ町金

額を11月 1日から 11月30日まで町1lI!に

納めてください。

なお、脆輩、休業または良部による

m'eなどのため、本年分的見拙脱闘が

杭務署から町通知嗣より少な〈なると

見込まれる人は 11月日目(災者減免

法による場合は提惑のあった日から 2

ヶ月以内) までに脱帯暑に予定納脱植

円減額承認内申加をすることができま

す. 所得脱の納税は預金口座からの出

替制度を利用されると手数がかからず

匝刊です八雲税務理〉

.お年玉っき年賀叫がきを尭亮

昭和54年内お年玉っき年間はがきを

11月 6日聞から町内各郵便局及び切手

売りさばき所で尭売します. 開矧は帯

付金っき21円と寄付金なし20同町 2曲

期です.

新年お年玉町品名は 1時ラジオイすき

テレビ、 2等ポケ y トカメラなどです.

・ 11月の当番医

3日今金町国保病院

5日 北柏山町国保病院

12日 北楠山町国保病院

19日今金町富田医院

23日今金町国保病院

26日 今 金 町 岩1:11医院

(そ円遺族)です. ただし.主的方は

除かれます.

b昭和53年10月 I目前向組定による普

通(力"罫)哩晶、及び一時思桔又は、

これらに悟る扶助料等を畳ける綿布l

を有している方.

1>昭和53年10月 l目的に公務且専を退

聴したことにより 旧軍人専門在職

年を加えて共荷組合法による退職年

金等を畳ける楠利を有している方.

.今金で職瞳訓帽を開殴 します。

町では江珪職業別融世且ぴ函館職安

同協力を押て明年 1月上明から 3月下

切まで約 3ヶ月IIIJr矩JUI職車別融」 を

実 施Lます。 こ町PJII融生には失業枯付

金を支持しますので、特例丑桔資惜者

(50回一時金町人)にあっては特例一

時金円支給を畳ける前に受講町申込み

をして〈ださい. その他、特典として

畳講手当、通所手当などの支給等もあ

ります. 訓融科目は建畠型枠制で募集

人Rは20人です.受講畳付は12月10臼

まで役場商工慨課へ111しtJj<ださい.

・職蝉膨11揖生を募轟

函館蛇合同帯職業別融担では54年度

の訓練生を次により募集しています.

b訓練科目 惜冊、配管、柵造物、鉄

工、 ~tt気工事木工践華料で職業
転換訓練開位が i年、間帯臨脱が2

年です.

b入 植 世 相 義 務教育惟7以上町学力

を有する人で、身体担I也、官志強闘

なる人.

b入桂手続公共職業安定所にあるl'l

期を53年11月 1日から54年 1月31日

までに本位又は職輩安定所に縫出向

こと.

.ある日のあなた・ー写真をきしあげます.

.今金小学棋の清掃員を募集

町教育委且では、今企小学校町清掃

Hとして年齢50盤以下町惜府な女性を

募集しています.希望する方は11月15
日までに町融委管理醜へ履歴世を提出

して〈えピきい.

.種川地車電話のー睦電話化の負担金

納入期1J:11月21日まで

今金電報11t括局が本年工事を進めて

います植川地瞳町一般電話化円切り替

え申し込みは、 11月21図町民セ ンタ

で負担金町納入をもって輔め切られま

すので、加入もれ町ないようご単惜〈

'"さ』、.

.旧軍人に対する一時金が喧正

也結怯時町一部が改正され、旧軍人

]tぴに、その遺践に対する一時金円支

桔が、 10月 1日より開拍されました。

骸当すると思われる方は、町役場福祉

Rまたは侃祉事務所にご相陣〈ださ い。

時金司受桔資格者は、 1固の実在職

年は 3年未満であるが、 2回以上町東

産職年を合算すると 3年以上になる方

今
村
公
園

の
整
備
に
励
む

今
金
町
伸
森
林
業
グ
ル
ー
プ

⑧
身
近
か
な
森
林
を
生
か
し
た
自

@
然
森
林
公
図
を
つ
く
ろ
っ

l
と、

翁
)
町
内
の
背
年
た
ち
で
組
織
し
て
い

(
る
伸
森
林
業
グ
ル
ー
プ
(
代
表
岡

賢
二
さ
ん
)
が
、
ま
ち
の
名
所
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
今
村
公
園

内
撃
備
に
の
り
だ
し
ま
し
た
。

• 
家
庭
と
性
格
づ
く
り

V
両
親
が
仲
む
つ
ま
じ
い
ニ
と

経
済
的
に
問
題
が
な
く
て
も
、
両
親

が
不
和
で
あ
っ
て
は
、
家
庭
的
ふ
ん
い

気
は
冷
た
い
も
の
に
を
り
ま
す
。
子
ど

も
に
と
っ
て
は
、
針
の
ム
シ
ロ
に
い
る

思
い
が
し
て
‘
身
の
置
き
所
の
な
い
感

じ
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
は
不
安
定
な
、

オ
ド
オ
ド
し
た
性
格
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
家
庭
は
楽
し
〈
な
い
も
の
に
な

り
、
家
を
外
に
し
て
遊
よ
こ
と
が
多
く

な
り
、
そ
の
結
媒
は
、
い
ろ
い
ろ
な
誘

惑
に
負
け
、
発
行
傾
向
が
強
〈
な
り
、

非
行
グ
ル
ー
プ
町
中
に
安
住
町
地
を
求

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
.

両
親
町
仲
む
つ
ま
じ
い
こ
と
が
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
、
家
庭
の
ふ
ん
い
気

と
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
い
え
る

の
で
す
。

'v
家
庭
の
協
力
で
団
ら
ん
を

固
感
謝
し
ま
す
固

-
社
協
愛
情
銀
行
に
預
託
・
払
い
出
し

マ
丸
十

・
小
鷹
光
丸
さ
ん

(札
悦
市
)

か
ら
三
千
五
百
二
十
九
円
を
社
協
愛

情
銀
行
基
金
へ
。

マ
栗
山
幸
雄
さ
ん
(
東
町
)
か
ら
父
町
病

気
見
舞
金
二
万
円
を
光
の
星
学
悶
へ
。

マ
大
会
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら

¥...../ 

私
有
地
内
に
あ
る
今
村
公
園
は
、

昔
か
ら
町
内
唯

一
円
自
然
公
園
と
し

て
町
民
に
開
放
さ
れ
憩
い
の
広
場
で

も
あ
り
ま
し
た
。
伸
森
グ
ル
ー
プ
は

こ
の
自
扶
叩
笠
か
を
公
園
を
且
目
的
美
し

い
公
園
に
取
り
戻
そ
う
と
、
今
村
き

ん
の
承
諾
を
得
て
本
格
的
な
整
備
を

計
画
、
八
月
か
ら
農
作
業
円
合
い
間

に
二
千
平
方
幻
の
広
い
公
園
内
観
察

捗
追
を
手
は
じ
め
に
、
お
い
茂
っ
た

笹
や
雑
草
を
苅
り
、
広
場
、
庭
園
町

手
入
札
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
(
写

真
)
こ
れ
か
ら
丸
木
橋
町
架
換
、
ベ

ン
チ
や
小

uvの
巣
箱
づ
く
り
と
会
只

五
人
で
は
大
仕
事
℃
す
が
、
森
林
組

合
的
職
貝
や
支
庁
林
業
指
導
事
務
所

的
応
援
で
明
年
春
ま
で
に
は
立
派
な

公
園
に
し
た
い
と
大
張
り
切
り
で
す
。

先
珂
号
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
‘
人

と
し
て
大
事
な
-
』
と
と
は
ケ
ジ
メ
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す

が
、
|
|
家
に
帰
る
と
ホ
y
ト
す
る

こ
ん
な
家
旋
回
ら
ん
の
ふ
ん
い
気
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
.
外
で
は
、
親
子

と
も
ど
も
気
苦
労
が
多
い
も
の
で
す
が
、

笑
い
の
あ
る
、
心
の
や
す
ら
ぎ
を
持
っ

た
楽
し
い
家
庭
の
ふ
ん
い
気
は
‘
精
神

的
安
定
感
を
維
持
し
て
い
〈
た
め
に
大

切
な
こ
と
で
す
。

-v
働
〈
喜
び
を
わ
か
ち
合
う
|

家
族
み
ん
な
が
働
〈
'
」
と
を
愛
し
、

骨
お
し
み
を
せ
ず
、
人
に
は
親
切
だ
が
、

自
分
に
は
き
び
し
く
、
安
易
な
生
活
を

求
め
ず
、
進
ん
で
困
難
と
取
り
組
ん
で

こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
〈
姿
勢
で
&
落

を
し
て
い
〈
こ
と
も
、
よ
い
ふ
ん
い
気

を
作
り
上
げ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
お

互
い
に
感
謝
し
合
ヲ
暖
か
い
心
を
育
て

た
い
も
の
で
す
.
家
族
の
聞
に
も
自
然

に
あ
り
が
と
う
と
い
う
コ
ト
パ
が
聞
か

れ
る
ふ
ん
い
気
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。

(
次
号
に
つ
づ
く
)

三
千
円
を
光
町
星
学
園
に
、
二
千
円

を
小
百
A
H保
育
園
へ
。

マ
蓑
島
チ
ヨ
さ
ん
(
日
進
)
か
ら
夫
の

香
典
返
し
と
し
て
三
万
同
を
笠
舟
園

へ。

マ
桜
井
朗
一
さ
ん
(
商
工
団
地
)
か
ら

け
が
の
舎
瑛
祝
い
返
し
を
や
め
て
各

一
万
五
千
四
を
光
町
皇
学
園
と
盟
寿

国
へ
|
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
し
ま
し
た
。

〕-1
 

〔



緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
街
に

⑩ 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
は
ち
植
え

球
根
草
花
類
の
た
い
て
い
の
も
の
が

鉢
づ
く
り
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

植
え
鉢
l
l
素
焼
鉢
を
用
い
ま
す
が

小
型
的
経
扇
(
ク
ロ
ッ
カ
ス
、
ム
ス
カ

リ
、
ス
ノ

l
ド
ロ

y
プ
な
ど
)
は
四
1

五
号
ぐ
ら
い
の
小
鉢
を
、
中
型
の
も
の

(
チ
ュ
リ
y
プ
.
ヒ
ア
ン
ン
ス
、
ス

イ
セ
ン
な
ど
)
は
五
l
六
号
ぐ
ら
い
の

中
鉢
を
、

F
リ
ヤ
の
よ
う
な
大
型
舶
は

球根のはち植え

キ章一議場塀動ゲ
7眠 ¥¥"!;)-JメIIV~ 
つ~-\I 一一一 -~-'~ト ーをマ、， ー‘一一一一一一一 1，山 } 
長短鈍オ主主
(チヰ 1) .;プヒア υ ス1
スイセノ アマリ '1スなどj

七
;
十
号
ぐ
ら
い
の
大
鉢
を
用
い
ま
す
。

用

土

l
t
と
く
に
選
び
ま
せ
ん
。

普
通
の
庭
土
を
利
用
し
て
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
鉢
底
に
は
ゴ
ロ
土
を
入
れ
て
水

は
け
を
よ
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

植
え
方

l
小
型
小
球
は
、

一
鉢
に

一
球
よ
り
も
=
丁
五
球
「
ら
い
数
多
〈

絶
え
た
方
が
観
叫
的
に
よ
〈
、
中
型
積

も
三
球
ぐ
ら
い
槌
え
る
方
が
よ
い
で
し

ょ、
7
。
大
型
棋
は
一
球
植
え
と
し
ま
す
。

植
え
る
深
さ
は
地
叫
加
え
と
述
っ
て
、

浅
植
え
を
原
則
止
し
、
球
線
が
鉢
の
深

き
の
真
中
よ
り
上
へ
位
置
す
る
よ
う
に

植
え
ま
す
。
チ
ュ

l
リ
y
プ
は
他
的
球

恨
と
違
っ
て
、
上
か
ら
少
し
球
恨
を
の

ぞ
か
せ
る
程
度
に
植
え
ま
す
。

手
入
れ
l
l
肥
料
は
植
え
付
け
る
時

に
は
あ
た
え
ず
、
植
え
付
け
て
か
ら
一

週
間
ぐ
ら
い
し
て
か
ら
初
的
て
肥
料
を

あ
た
え
ま
す
。
肥
料
は
化
成
肥
料
を
小

鉢
に
茶
さ
じ
半
杯
位
度
、
中
鉢
で
す
り

切
り
一
杯
、
大
鉢
で
す
り
切
り
二
杯
f

ら
い
也
き
肥
え
に
し
ぎ
す
。
そ
の
後
、

芽
が
出
そ
ろ
っ
た
と
き
、
苦
(
つ
ぼ
み
)

が
出
る
前
に
二
回
追
肥
し
、
花
が
咲
き

終
っ
た
と
き
に
カ
リ
肥
料
を
追
肥
す
る

こ
と
は
地
植
え
の
と
き
と
同
じ
で
す
。

液
水
は
乾
か
す
と
よ
く
な
い
の
で
、

鉢
土
が
わ
ず
か
に
乾
き
出
し
た
ら
た

っ

ぷ
り
と
あ
た
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
早

く
映
か
せ
よ
う
と
早
〈
か
ら
部
屋
に
入

札
て
も
暁
か
な
か
っ
た
り
、
伸
び
す
き

て
倒
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
六
十
日

位
は

5
度
C
以
下
町
出
皮
に
合
わ
せ
て

か
ら
部
屋
に
も
ち
込
む
こ
と
で
す
.
鉢

ご
と
土
に
埋
め
て
採
さ
で
し
ば
れ
ぬ
よ

う
枯
草
や
も
み
が
ら
等
で
上
か
ら
保
遣

し
て
や
る
こ
と
も
大
切
主
作
業
で
す
か

ら
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
光
の
里
学
園
生
も
町
民
マ
ラ
ソ
ン
で
完
走

恒
例
的
交
通
不
全
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

九
月
三
十
日
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
四
百

4
十
人
が
参
加
役
場
前
向
国
道
で
行
わ
れ

た
。
と
く
に
今
凶
特
別
参
加
の
光
町
虫
学
問

生
二
十
六
人
が
三
J
か
ら
四
J
コ
ー
ス
で
二

位
か
ら
六
位
ま
で
に
入
賞
し
、
全
員
が
完
走

す
る
健
闘
ぶ
り
に
盛
ん
な
拍
手
が
送
句
れ
た
。

官一一ー

も住民の動態、

I-irl FJに

比べて

人 U 9，44!) (+30) 

:!J} 4，616(+4) 

lJ: -1，83:3 (+26) 

U!" ':1'/ 2.697 (+ 4 ) 

C~ 月 泊日制的)
fUe:.端本計帆人口

ロ
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

永
井
好
将
U
A
(
秋

芳

長

男
)鈴

坂
本
雅
代
打
A
{
光
棟

二
女
)南

発
行
北
海
道
今
金
町
役
場

=広級=

トヒベックス

/
 -

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
夜
間
照
明
が
完
成

「町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
夜
間
附
明

を
目
掛
け
て
ほ
し
い
」
と
熱
心
な
テ
ニ
ス

ヲ
ァ
ン
の
要
望
を
聞
い
て
、
大
合
有
線

中
也
機
(
大
倉
伸
夫
社
長
)
が
附
明
器
材

一
式
を
寄
贈
、
こ
れ
に
町
列
四
十
三
万

円
余
を
か
け
て
、
こ
の
ほ
ど
六
基
の
照

明
灯
が
立
派
に
完
成
。
さ
っ
そ
く
仕
事

を
終
え
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
が
夜
空

の
下
で
白
球
を
打
ち
合
っ
て
い
る
。
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長
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固
い
つ
ま
で
も
し
あ
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せ
に
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弘
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凶
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猪
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宮
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